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1. 研究背景と目的 

近年、伴侶動物の家族化と長寿命化に伴い、

高度な獣医療を求める社会的ニーズが高まって

いる 1)。この機運の高まりに応じて、愛玩動物

看護師の国家資格化 2)や動物病院専門薬局の開

設 3)など、家庭動物の医薬品を取り巻く環境は

劇的に変化している。適切な医薬品管理・使用

は家庭動物の健康管理をする上で必須である。

諸外国では家庭における不適切な医薬品管理・

使用による家庭動物や子供の誤飲 4)、医薬品曝

露による健康被害や環境汚染 5)等について指摘

されているが、本邦における知見は極めて少な

く、日本の飼育環境から生じる特有の潜在的リ

スクが存在する可能性もある。日本の薬剤師と

獣医療スタッフのチーム獣医療は伴侶動物の治

療の質を向上させる可能性がある 6)ものの、薬

剤師が家庭動物の医療に介入・関与した報告は

ほとんどなく、家庭での医薬品管理と投与の実

態は不透明である。そこで、本研究では家庭動

物の医薬品管理、使用実態を明らかにすること

を目的として、アンケート調査を実施した。 

 

2．調査方法 

対象は研究協力先の動物病院 3施設の来院者、

調査期間は2024年4月1日～7月31日とした。

QR コードを付与した説明・同意文書を配布し、

読み取った QR コードの遷移先である Google 

Forms を用いた無記名オンライン回答とし、回

答をもって同意とした。調査項目は、研究参加

の同意取得、回答者の基本情報、家庭動物に関

する情報、家庭における医薬品の保管・管理状



- 2 - 
 

況、医薬品使用・保管時の課題と薬剤師・薬局

へのニーズ、自由記述欄とした（表 1）。質問数

は全 25問とした。本研究は東北医科薬科大学倫

理審査委員会の承認（課題番号：2023-0-040）

を得て実施した。 

 

3．結果および考察 

飼い主 2862 名に調査票を配布し 191 名から

回答を得た（回収率 6.7％）。 

 

3.1 家庭における医薬品管理状況 

保管場所は台所ラック内が 47名（24.6%）で

最多であった（図 1）。誤飲または誤飲未遂が 11

名（5.8％）認められた。保管時に医薬品名や用

法用量が確認できない事例は 21名（11.0%）で

あった（図 2）。残薬は 1-3種類でいずれも 30

錠未満であった（図 3a、表 2）。医薬品の保管状

況は概ね適切で残薬も少ないことから、これら

2 点に関する問題は深刻ではないと考えられた。

また、一部で冷蔵庫上やラックの上など、不適

切な保管場所もみられた。しかし、ペットの医

薬品誤飲の主な原因は、ペットがこれらの医薬

品保管場所に直接アクセスすることで誤飲が生

じるわけではなく、飼い主が自身の医薬品を服

用する時に誤って薬を落とすなどの不注意によ

って生じる可能性が高いことが示唆された。こ

れにより、飼い主に対する適切な薬学的助言や

啓発活動は、医薬品誤飲リスクの低減につなが

るものと考える。 

 

3.2 与薬時の課題 

 約 4 割の飼い主が与薬に困難を感じており、

「食べ物と一緒に薬をあげても薬だけ吐き出し

てしまう」、「苦味があると飲ませるのが難しい」

などの問題が多く報告された（表 3）。 

用量調節のために錠剤分割や錠剤粉砕、医

薬品のカプセル充填を行う必要がある例が 2割

程度あった（図 4）。不均等分割による意図しな

い投与量の誤差や、安全面・衛生面の懸念が生

じる。そこで、地域薬局が動物病院と連携し、

投与剤形や投与経路の変更、嗜好性の高いフレ

ーバー添加を行うなどペットの与薬に適した製

剤設計や最適な調剤方法を検討・実施すること
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は、飼い主の与薬にかかる負担と家庭動物の服

薬時のストレス軽減、ひいては適切な薬物療法

の実践につながると思われる。 

 

3.3 飼い主の医薬品情報管理と薬剤師の役割 

 お薬手帳の使用率は 18.3%（図 5a）、薬剤情報

提供文書の配布率は 20.9%（図 5b）と低く、多

くの飼い主が医薬品の使用履歴を十分に管理で

きていなかった。また、「薬剤師に相談したい」、

「薬剤師から薬の説明を受けたい」との意見が

一定数あり、家庭動物の医薬品に関する情報提

供の必要性が示された（表 4）。適切な薬学的管

理は伴侶動物の健康維持に寄与できる可能性が

ある 7)ことから、地域薬局や薬剤師が飼い主に

対して医薬品情報を提供し、副作用や使用上の

注意点等に関する飼育者の理解を深めることで、

医薬品の適正使用を推進できると考える。 

4．結論 

 本研究により、家庭動物の医薬品管理と服薬

状況の実態が明らかになった。医薬品の保管は

概ね適切であったが、約 4割の飼い主が家庭動

物への与薬に苦労していた。動物病院と地域薬

局が連携し、薬剤師が適切な薬学的支援を行う

ことで、家庭動物の健康管理と適正な飼養環境

の確保につながることが期待される。 
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